
人　口 6,341人　（前月比＋4）

世帯数 2,435世帯（前月比＋7）

3,212人　（前月比－4）男
3,129人　（前月比＋8）女

木曽岬町の人口と世帯数 6月1日現在
木曽川源緑地区河川防災ST 完成式典

主な内容
木曽岬町防災センター・

木曽岬わいわい市場
木曽岬干拓北部地区 地区計画（案）の縦覧
第21回インターナショナルデー開催
木曽岬櫻華太鼓結成二十周年記念公演
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木曽岬町防災センター
木曽川源緑地区河川防災ステーション

わたしたちの

木曽岬町防災センター
木曽川源緑地区河川防災ステーション

木曽岬町防災センター
木曽川源緑地区河川防災ステーション

完 成 式 典

　5月20日（日）午前10時、町が整備する木曽岬町防災
センターと国土交通省が整備する木曽川源緑地区河川防
災ステーションの完成式典が多数の来賓を迎え盛大に挙
行されました。

記念テープカット 加藤町長式辞加藤町長式辞

木曽岬町防災センター（正面）

わ
た
し
た
ち
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ま
ち
の
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Ｎ
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Ｏ
Ｎ
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防災フェアを同時開催防災フェアを同時開催防災フェアを同時開催
　木曽岬町防災センター・木曽川源緑地区河川防災ステーション完成式典とあわせ、同日、
河川防災ステーション内において木曽岬町防災フェアを開催しました。

　「防災」をテーマとしたイベントでしたが、当日は大勢のみなさまにご来場いただき、
大変にぎやかなイベントとなりました。
　会場では、各種防災体験コーナーや非常食の試食、防災パネル・防災資機材・特殊車両
の展示を実施したほか三重県警察によるヘリコプターの着陸訓練も行い、来場者の方には
防災の大切さを身近に感じていただけたことと思います。
　また、防災センター屋上に上られた方からは、町内に安心して避難できる高台ができた
ことに対する喜びの声をたくさんいただきました。
　町では、今後もこのようなイベントをはじめ、防災に関する新しい取り組みを随時実施
していきます。

多くの来場者でにぎわう会場風景

浸水時のドア開閉体験 ちびっこによる植樹体験 防災科学実験コーナー ヘリコプター着陸訓練・展示

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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そ
さ
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生
活
の
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ニ
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ナ
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保
健
師
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ン
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り
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た
し
た
ち
の
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わたしたちの
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Ｎ
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町内外から
多数の来場者で賑わいました！

　去る6月17日、木曽岬町役場において「木曽岬
わいわい市場」を開催しました。
　今回より、木曽岬町ににぎわいが創出されるよう
住民の皆さんによる「木曽岬わいわい市場実行委員
会」を設立し、出店する企画・運営を行いました。
その成果も有り、梅雨に入り雨も心配されましたが、
快晴の下、町内外から700人を超える来場者で賑
わいました。
　この市場では、出店以外にも、子どもから大人ま
でが学んで楽しめる企画を実施しています。
　1つ目が子ども達に人気のかえっこバザールで
す。単独開催から9回目を迎え、最近では近隣市町
でも開催するようになりました。
　2つ目がジュニアPR大使による名刺作りと発表
です。中学生が木曽岬の魅力を再発見するため、町
内で働く大人に取材し、その内容を名刺にまとめ、
発表しました。今年度は8名の中学生が参加し、発
表後に町長からジュニアPR大使の名刺を授与しま

した。
　3つ目が桑名工業高校によるもの作りのワークシ
ョップを行い、デュアルシステム（共同して人材を
育成する）を活用して、来場者にもの作りの素晴ら
しさを体験して頂きました。
　最後に、大同大学米澤先生（建築学科）が、他大学
の学生と連携し町の人々の声を拾い集め、模型によ
り可視化し子ども達の想像力も相まって木曽岬の未
来が浮かび上げるワークショップを行いました。
　市場終了後に、PR大使、実行委員会と大学生が
「KPT法」【K（継続）・P（課題）・T（挑戦）】による
振り返りを行い、課題や挑戦したいことが多く挙げ
られました。
　これからも、子どもから大人までが共に学び交流
し、チャレンジ・創造することをコンセプトに新た
な地域の魅力と人材を発掘し、多世代・多様種の方々
が交流でき、まちに賑わいを創出するために、皆さ
んと企画を検討したいと思います。

木曽岬

※企画・運営に興味のある方は、木曽岬わいわい市場実行委員会　kisosaki@waku1.com　にご連絡ください。

発表の様子発表の様子 PR大使に任命PR大使に任命

ジュニア
PR大使

かえっこ
バザール

桑名工
業

　　ワ
ークショ

ップ 大学生
　　ワ

ークショ
ップ

青空市
・マルシ

ェ

地方創生事業
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新しい行政相談委員をご紹介します
　行政相談委員は、皆さんの相談相手として、行政サービスに関する苦情や相談を受け付
け、助言や関係行政機関に対する通知などを行っています。
　このたび木曽岬町を担当する行政相談委員として、７月から新たに森みずりさん（近江
島）が総務省より委嘱されました。
　なお、下記日程で定例相談所を開設しています。
　相談は無料で秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。

　上記の定例相談日でご都合の悪い方は、次のところで行政相談に応じていますので、ご利用ください。

平成30年　7月25日（水） 平成30年12月25日（火）
平成30年　8月24日（金）
平成30年10月25日（木）

平成31年　1月25日（金）
平成31年　3月25日（月）

平成30年11月22日（木）

【定例相談日】

●時　間／午前9時～午前11時30分
●場　所／木曽岬町福祉・教育センター　和室

〒514-0033　津市丸之内26-8　津合同庁舎3階
総務省　三重行政監視行政相談センター
行政監視行政相談課

平日 午前8時30分～午後5時15分
（注）土・日・祝日・上記以外の時間帯は留守番電話で対応します。
PHS、IP電話などをご利用の場合は059－227－1100

おこまりなら まるまる くじょー ひゃくとおばん

０５７０－０９０１１０

行政機関の仕事などについて
○苦情がある、困っていることがある
○こうしてほしい
○苦情を申し出たが、説明や措置などに納得がいかない
○苦情や困っていることなどについて、どこに相談してよいか分からない
○手続き・サービスなどの関係で制度や仕組みがわからないなど・・・

このような場合ご相談を・・・

Ｉ
Ｎ
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Ｏ
Ｒ
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Ｏ
Ｎ
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そ
さ
き

生
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ミ
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情
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コ
ー
ナ
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ん
に
ち
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保
健
師
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だ
よ
り

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　
６
月
３
日（
日
）、
桑
名
市
消
防
署
長
島

木
曽
岬
分
署
の
指
導
の
も
と
、
木
曽
岬
町

消
防
団
が
普
通
救
命
講
習
と
教
養
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
普
通
救
命
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

人
工
呼
吸
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
等
を
学
び
、

教
養
訓
練
で
は
、「
礼
式
訓
練
」
や
「
ホ

ー
ス
延
長
訓
練
」
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
普
通
救
命
講
習
で
は
救
急
救
命
士
か
ら

「
資
格
」よ
り「
自
覚
」、「
知
識
」よ
り「
意

識
」、
を
持
ち
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を

救
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
話
が

あ
り
、
ま
た
、
教
養
訓
練
で
は
消
防
団
と

し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、

改
め
て
消
防
の
本
質
と
責
務
を
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
講
習
・

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

〝
普
通
救
命
講
習
〞と

〝
教
養
訓
練
〞が

実
施
さ
れ
ま
し
た

　
６
月
９
日（
土
）午
後
３
時
か
ら
弥
富
市

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
よ
う
な

大
規
模
水
害
が
生
じ
た
際
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
が
広
が
る
木
曽
三
川
下
流
部
で
は
、

洪
水
、
高
潮
に
よ
る
広
域
的
、
長
期
的
な

浸
水
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
も
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
実
現
を
目

指
し
た
８
市
町
村
（
桑
名
市
、
木
曽
岬
町
、

海
津
市
、
弥
富
市
、
愛
西
市
、
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
の
首
長
が
地
域
住
民

の
防
災
意
識
向
上
や
広
域
避
難
な
ど
の
必

要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
公
開
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

第
３
回
木
曽
三
川
下
流

部
広
域
避
難
実
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
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高
齢
者
の
相
談
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
６５
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
取
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額

す
る
た
め
に
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら

れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険

料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　
追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
◎
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付
す

　
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ

　
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
「
納

　
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
よ
り

　
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

　
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が

　
選
択
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
│
０
０
３
│
０
０
４

　
四
日
市
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
３

　
役
場　
住
民
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
３

国
民
年
金
保
険
料
免
除

期
間
・
納
付
猶
予
期
間

の
あ
る
方
へ

土地改良区職員の
募集について

　海抜ゼロメートル地帯である本町は、排水機によ
る機械排水が不可欠であり、湛水被害を防ぐ上で極
めて重要な役割を担っています。また、農地等へ農
業用水を供給するなど土地改良区は町の農業振興に
多大な貢献をしています。
　土地改良区では、これら排水機や揚水機を操作す
る運転手を募集します。募集概要は下記のとおりで
すので、興味のある方はハローワーク桑名（電話
0594-22-5141）にて詳細をご確認の上、履歴書と
ハローワーク発行の紹介状を添付の上、土地改良区
事務局まで提出してください。

●募集要件
　年　　令　18歳～40歳まで
　募集人数　1名
　資　　格　準中型自動車免許（AT限定不可）
●勤務形態
　給　　与　144,500円以上（職歴加算あり）
　加入保険　健康保険、雇用保険、労災保険、厚生
　　　　　　年金保険
　勤  務  日　月～金（ただし、かんがい期は交代で
　　　　　　休日勤務あり）
　勤務時間　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　（休憩1時間）　実働7時間45分
　　　　　　※かんがい期は早番、遅番のシフト制
●申込期限／8月17日（金）
●選考方法／書類審査、面接
●問合せ先／木曽岬町土地改良区（役場 産業課内）
　　　　　　☎68－6105

　
高
齢
に
な
る
と
身
体
機
能
な
ど
が
低
下

し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
り
、
外
出
が
お
っ
く
う
に

な
り
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
り
し
て
、

不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
高
齢
者
や
そ
の

家
族
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
に
な
る
前
に
個
人
や
家
族

で
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
が
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
員

が
、
住
民
の
介
護
予
防
や
健
康
維
持
な
ど

を
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
近
隣
の
高

齢
者
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
や
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
の
総
合
的
な
相

談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の
悩
み
や
課
題

な
ど
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
解
決
し
て

い
き
ま
す
。

※

４
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
事
務
所
は
、
木
曽
岬
町
福
祉
・
教
育
セ

　
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
８
│
８
１
８
３

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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き
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は
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洗濯前

洗濯後

　
洗
浄
・
す
す
ぎ
・
脱
水
そ
し
て
乾
燥
・

消
毒
に
よ
り
汚
れ
や
ダ
ニ
も
き
れ
い
に
と

れ
る
寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
申
込
方
法

　
役
場
福
祉
健
康
課
に
て
利
用
料
と
と
も

　
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
（
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

●
申
し
込
み
期
限

　
７
月
３１
日（
火
）

●
実
施
日

　
８
月
中
に
業
者
が
お
宅
へ
お
伺
い
し
て

　
布
団
を
お
預
か
り
し
、
概
ね
１
週
間
以

　
内
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
伺
い
す
る
日
時
は
、
業
者
か

　
ら
連
絡
し
ま
す
。

　
＊
布
団
の
貸
出
し
有
（
有
料
）

●
対
象
寝
具 

　
①
掛
け
布
団
＋
敷
き
布
団+

毛
布

　
②
マ
ッ
ト
レ
ス
＋
ベ
ッ
ト
パ
ッ
ト
＋

　
　
掛
け
布
団
＋
毛
布

　
③
マ
ッ
ト
レ
ス
＋
ベ
ッ
ト
パ
ッ
ト
＋

　
　
掛
け
布
団
＋
敷
き
布
団+

毛
布

　
＊
羽
毛
布
団
等
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

　
　
す
。

●
利
用
料

　
①
７
０
０
円

　
②
９
１
０
円

　
③
１
，
１
３
０
円

●
利
用
対
象
者

　
•
概
ね
６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

　
•
介
護
認
定
を
受
け
た
方

　
•
心
身
障
が
い
児（
者
）で
衛
生
管
理
が

　
　
困
難
な
方

●
申
込
及
び
問
合
せ
先

　
役
場　
福
祉
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
４

ふ
と
ん
洗
濯
サ
ー
ビ
ス

の
ご
案
内

清
潔
な
お
ふ
と
ん
で
グ
ッ
ス
リ
睡
眠

　
こ
の
度
、
都
市
計
画
の
原
案
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
都
市
計
画
法
第
十
七
条
の
規

定
に
基
づ
き
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
概
　
　
要

　
木
曽
岬
干
拓
地
の
都
市
的
土
地
利
用
が

　
段
階
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
工

　
業
系
の
用
途
を
目
標
に
地
区
計
画
を
策

　
定
す
る
も
の
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　
７
月
１３
日（
金
）〜
７
月
２７
日（
金
）ま
で

　
の
執
務
時
間
内

●
縦
覧
場
所

　
役
場　
総
務
政
策
課

●
意
見
書
の
提
出

　
地
区
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
意
見
の
あ

　
る
方
は
縦
覧
期
間
内
に
意
見
書
を
提
出

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
曽
岬
干
拓
北
部
地
区 

地
区
計
画（
案
）の
縦
覧

海に感謝
「境港清掃活動」参加者募集

　海の恩恵に感謝する祝日『海の日』にちなみ木曽岬漁業協同組合
では清掃活動を行います。
　この清掃活動は、日頃利用する境港の景観美化と、海に流れ出る
ゴミなどを減らす目的に行います。
　この趣旨に賛同して参加していただける
ボランティアを募集します！！

●日　　時／7月14日（土）
　　　　　　午前6時から（1時間程度）
　　　　　　※小雨決行
●集合場所／境港（鍋田川係留施設　クレーン付近）
●そ  の  他／活動しやすい服装で現地集合、安全確保には十分注意
　　　　　　してください。
●問合せ先／木曽岬漁業協同組合　☎68－8013
　　　　　　役場建設課　　　　　☎68－6106

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

カ
レ
ン
ダ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

●
趣　
　
旨

　
福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
不
足
を

　
改
善
す
る
た
め
、
働
い
て
い
な
い

　
方
を
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者
研

　
修
を
実
施
し
、
資
格
取
得
後
、
県

　
内
の
福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
就
労

　
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

　
し
ま
す
。

第
２
回　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修
）

●
募
集
期
間

　
６
月
２５
日（
月
）〜
７
月
２７
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
８
月
７
日（
火
）〜
１０
月
１６
日（
火
）

●
受
講
場
所

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
│
１３１
）

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
し
て
い
る
働

　
い
て
い
な
い
方
で
、
概
ね
７０
歳
未

　
満
の
方

●
募
集
定
員

　
３９
名

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受  

講  

料

　
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
６
，
０
０
０
円
は

　
自
己
負
担
）

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
福
祉
研
修
人
材
部　
福
祉
人

　
　
　
材
課　
介
護
職
員
初
任
者
研

　
　
　
修
担
当

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

【
採
用
種
目
】
航
空
学
生

●
受
付
期
間

　
７
月
１
日
〜
９
月
７
日

●
受
験
資
格

⑴
海
上
自
衛
隊

　
高
卒（
見
込
を
含
む
。）２３
歳
未
満

　
の
者

⑵
航
空
自
衛
隊

　
高
卒（
見
込
を
含
む
。）２１
歳
未
満

　
の
者

●
採
用
試
験
日

　

※

内
の
指
定
さ
れ
る
日

⑴
１
次　
９
月
１７
日

⑵
２
次　
１０
月
１５
日
〜
２１
日

⑶
３
次　
１１
月
１７
日
〜
１２
月
２０
日

●
試
験
会
場

⑴
１
次
試
験

　
津
市
（
三
重
県
）
を
予
定

⑵
２
・
３
次
試
験

　
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
採
用
種
目
】
一
般
曹
候
補
生

●
受
付
期
間

　
７
月
１
日
〜
９
月
７
日

●
受
験
資
格

　
平
成
３１
年
４
月
１
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
２７
歳
未
満
の
者

●
採
用
試
験
日

　

※

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

　
　
す
。

⑴
１
次　
９
月
２１
日
〜
２３
日

⑵
２
次　
１０
月
１２
日
〜
１７
日

●
試
験
会
場

⑴
１
次
試
験

　
四
日
市
市
（
三
重
県
）
を
予
定

⑵
２
次
試
験

　
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。

【
採
用
種
目
】
自
衛
官
候
補
生

●
受
付
期
間
（
男
女
共
通
）

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
受
験
資
格
（
男
女
共
通
）

　
平
成
３１
年
４
月
１
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
２７
歳
未
満
の
者

●
採
用
試
験
日
（
男
女
共
通
）

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
試
験
会
場
（
男
女
共
通
）

　
津
市
（
予
定
）（
三
重
県
）

　
　
四
日
市
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
１
２
０
│
０
６
３
│
７
９
２

　
　
（
正
午
〜
午
後
８
時
）

　
四
日
市
労
働
基
準
監
督
署
の
電
話

番
号
が
、
左
記
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
在
地
等
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
導
入
日

　
７
月
２
日（
月
）

●
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号

●
主
な
取
扱
業
務

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　
０
５
９
│
３
５
１
│
１
６
６
０

　
上
記
３
部
門
と
も
共
通
で
、
現
行

　
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
〒
５１４
│
８５２４　
津
市
島
崎
町
３２７
│
２

　
　
三
重
労
働
局
総
務
部
総
務
課
課

　
　
長
補
佐

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
２
１
０
５

　
　
（
内
線
３
０
４
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧

ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修
）
の
受

講
生
募
集

平
成
３０
年
度
航
空
学
生
お
よ

び
一
般
曹
候
補
生
並
び
に
自

衛
官
候
補
生
募
集
に
つ
い
て

四
日
市
労
働
基
準
監
督
署
の

電
話
番
号
が
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

に
変
更
に
な
り
ま
す
！

方面・課名
電 話 番 号

7月1日まで

059－351－1661

059－342－0340

059－342－0341

059－351－1661
（変更なし）

7月2日以降

方面（監督）

安全衛生課

労 災 課

方面・課名 主 な 取 扱 業 務
○労働基準法・最低賃金法
36協定・就業規則・年次有給休暇・労働時間・賃金不払・
最低賃金・労働条件に関する各種相談・問合せ
○労働安全衛生法
事故報告・健康診断・安全衛生管理体制・建設工事計画届・
災害防止対策などに関する各種相談・問合せ
○労災保険に関する各種給付請求・申請・相談・問合せ
○労働保険の新規加入・変更、労働保険料の申告

方面（監督）

安全衛生課

労 災 課

申・問

問

問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

教
育
委
員
会
だ
よ
り

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報



9 広報きそさき　2018.7.1

　
平
成
３１
年
度
桑
名
市
消
防
職
員
採

用
予
定
者（
平
成
３１
年
４
月
１
日
採

用
予
定
）を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
試
験
日
・
会
場

　
１
次
試
験

　
９
月
１６
日（
日
）

　
桑
名
市
消
防
本
部

　
（
午
前
９
時
か
ら
）

　
２
次
試
験　

　
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

●
試
験
内
容　

　
１
次
試
験

　
教
養
試
験　
消
防
適
性
検
査

　
体
力
テ
ス
ト

　
２
次
試
験

　
小
論
文　
面
接

　
（
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

●
申
込
に
つ
い
て

　
募
集
要
項
・
採
用
試
験
申
込
書
は
、

　
各
消
防
署
・
分
署
で
配
布
し
て
お

　
り
ま
す
。
ま
た
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

　
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
申
込
期
間

　
８
月
１
日（
水
）か
ら
８
月
１５
日

　
（
水
）の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

　
５
時
１５
分
ま
で（
土
曜
日
、日
曜
日
、

　
祝
日
を
除
く
。） 

　
桑
名
市
大
字
江
場
７
番
地　
桑
名

　
市
消
防
本
部　
総
務
課
へ
ご
提
出

　
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
で
「
試

　
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
し
、
８

　
月
１３
日（
月
）ま
で
の
消
印
の
あ
る

　
も
の
を
受
付
け
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

　
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.kuw

ana.

　

lg.jp/

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
総
務
課

　
　
桑
名
市
大
字
江
場
７
番
地

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
３

●
開
催
日
時

　
８
月
１２
日（
日
）・
１９
日（
日
）・
２６

　
（
日
）の
３
日
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分
頃

　

※

３
日
間
と
も
受
講
が
必
要
で
す
。

●
開
催
場
所

　
桑
名
市
中
央
町
２
丁
目
３７
番
地

　
桑
名
市
役
所　
５
階
中
会
議
室

●
申
込
方
法

　
「
応
急
手
当
普
及
員
講
習
申
込
書
」

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
桑
名

　
市
役
所　
防
災
・
危
機
管
理
課
ま

　
で
、フ
ァ
ッ
ク
ス・郵
送・持
参（
執

　
務
時
間
内
：
平
日
午
前
８
時
３０
分

　
〜
午
後
５
時
）
の
い
ず
れ
か
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
•
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
９
７

　
　
（
問
合
せ
先
）

　
•
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
２
９
４
５

　
•E-M

AIL

　bosaim
@
city.

kuw
ana.lg.jp

　
•
〒
５１１
│
８６０１　
桑
名
市
中
央
町
２
丁

　
　
目
３７
番
地

※

「
応
急
手
当
普
及
員
講
習
申
込
書
」

　
に
つ
い
て
は
、
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り

　
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
「
桑
名
市
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
画
面
」↓

　
「
消
防
本
部
・
消
防
署
」↓「
講
習

　
会
」↓「
救
命
講
習
の
ご
案
内
」↓

　
「
応
急
手
当
普
及
員
講
習
」

●
受
付
期
間

　
７
月
９
日（
月
）〜
８
月
１
日（
水
）

　
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

　
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

●
定　
　
員　
３０
人

　
（
先
着
順
に
て
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
）

●
受  

講  

料　
無
料

●
対  

象  

者

　
事
業
所
・
各
種
団
体
等
で
、Ａ
Ｅ

　
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
や
応
急

　
手
当
の
指
導
、
普
及
啓
発
を
行
っ

　
て
い
た
だ
け
る
方

●
講
習
内
容

　
心
肺
蘇
生
法
を
中
心
と
し
た
応
急

　
手
当
の
方
法
と
指
導
要
領

●
認  

定  

証

　
所
定
の
講
習
時
間
を
修
了
し
、
一

　
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
方
に
「
応

　
急
手
当
普
及
員
認
定
証
」（
３
年

　
間
有
効
）
を
交
付

●
受
講
上
の
注
意
事
項

⑴
受
講
当
日
は
、
筆
記
用
具
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

⑶
講
習
時
間
に
遅
刻
、
早
退
し
た
場

　
合
は
、
講
習
修
了
が
認
め
ら
れ
ま

　
せ
ん
。

⑷
食
事
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
は
各
自
で
お
持
ち
帰

　
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

　
ま
す
。（
当
日
は
、
講
習
が
終
了

　
す
る
ま
で
原
則
車
の
出
し
入
れ
は

　
で
き
ま
せ
ん
）

⑸
来
場
の
際
は
、
で
き
る
だ
け
公
共

　
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
８
月
５
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
の
３
時
間

●
開
催
場
所

　
桑
名
市
中
央
町
２
丁
目
３７
番
地

　
桑
名
市
役
所　
５
階
中
会
議
室

●
申
込
方
法

　
「
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
申
込

　
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
桑
名
市
役
所 

防
災
・
危
機
管
理
課

　
ま
で
、フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・
郵

　
送
・
持
参（
執
務
時
間
内
：
平
日
午

　
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）の
い

　
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
•
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
９
７

　
　
（
問
合
せ
先
）

　
•
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
２
９
４
５

　
•E-M

AIL

　bosaim
@
city.

kuw
ana.lg.jp

　
•
〒
５１１
│
８６０１　
桑
名
市
中
央
町
２
丁

　
　
目
３７
番
地

※

「
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
申
込

　
書
」
に
つ
い
て
は
、
桑
名
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て

　
お
り
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
桑
名
市
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
画
面
」↓

　
「
消
防
本
部
・
消
防
署
」↓「
講
習

　
会
」↓「
救
命
講
習
の
ご
案
内
」↓

　
「
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
」

●
受
付
期
間

　
７
月
９
日（
月
）〜
８
月
１
日（
水
）

　
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

　
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

●
受  

講  

料　
無
料

●
受
講
上
の
留
意
事
項

⑴
応
急
手
当
普
及
員
認
定
証
を
必
ず

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

⑷
講
習
開
始
時
間
に
遅
刻
ま
た
は
途

　
中
で
の
退
席
お
よ
び
早
退
し
た
場

　
合
は
、
講
習
修
了
と
は
認
め
ら
れ

　
ま
せ
ん
。（
認
定
証
は
交
付
さ
れ

　
ま
せ
ん
）

※

受
講
日
か
ら
３
年
が
過
ぎ
ま
す
と
、

　
応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
の
認
定

　
が
喪
失
し
ま
す
。

桑
名
市
消
防
職
員
を
募
集
し

ま
す

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会
開

催
の
お
知
ら
せ

応
急
手
当
普
及
員（
再
）講
習

会
開
催
の
お
知
ら
せ

問

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

カ
レ
ン
ダ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合
で
は
、

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
工
事
現
場

を
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
現
場
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
８
月
９
日（
木
）

　
午
前
１０
時
か
ら
（
２
時
間
程
度
）

　
（
荒
天
時
８
月
１０
日（
金
）に
順
延
）

●
場
　
　
所

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
管
理
棟
１
階
ロ
ビ
ー
に
集
合

●
申
込
方
法

　
代
表
者
の
名
前
・
住
所
・
連
絡
先
、

　
参
加
人
数
、
年
齢（
全
員
）を
記
入

　
の
上
、
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
（
事
務
局
建
設
係
）
ま
で
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

e-m
ail

、
郵
送
、
窓
口
持
参
の
い

　
ず
れ
か
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

　
▼
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
（http://w

w
w
.recycle-

　
　

m
ori.jp/

）
か
ら
申
込
用
紙
を

　
　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
定
　
　
員

　
５０
名
（
先
着
順
）

　

※

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
締
　
　
切

　
７
月
２７
日（
金
）　
午
後
５
時
ま
で

　
　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
　
事
務
局　
建
設
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
１
│
８
８
８
０

　
　
FAX
０
５
９
４
│
３
１
│
１
０
３
２

　
　

E-M
AIL

　kseisom
@
city.

kuw
ana.m

ie.jp

　
　
〒
５１１
│
０１２５　
三
重
県
桑
名
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
度
町
力
尾

　
津
地
方
裁
判
所
で
は
、
小
学
校
高

学
年
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
裁
判
員

裁
判
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
左
記
の
と
お
り
広
報
行

事
を
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
ふ
る
っ

て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

　
８
月
７
日（
火
）

　
午
前
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時

　
（
午
後
１
時
１５
分
ま
で
に
集
合
）

●
場
　
　
所

　
津
地
方
裁
判
所

　
（
津
市
中
央
３
│
１
）

●
内
　
　
容

⑴
裁
判
員
裁
判
○×

ク
イ
ズ

⑵
模
擬
裁
判
員
裁
判

⑶
裁
判
官
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
定
　
　
員

　
小
学
校
５
、
６
年
生
と
そ
の
保
護

　
者
２０
組
（
保
護
者
は
小
学
生
１
人

　
に
つ
き
１
人
）

●
応
募
方
法

　
往
復
は
が
き
に
①
夏
休
み
自
由
研

　
究
《
よ
う
こ
そ
！
裁
判
所
へ
》
参

　
加
希
望
、②
参
加
者
の
氏
名
・
ふ

　
り
が
な
・
学
年
、③
保
護
者
の
氏

　
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご
記
入

　
の
上
、
左
記
宛
先
ま
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

※

往
復
は
が
き
の
返
信
部
分
に
は
、

　
抽
選
結
果
が
届
く
宛
名
・
住
所
を

　
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※

１
組
に
つ
き
、
１
枚
の
応
募
に
限

　
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
宛
　
　
先

　
〒
５１４
│
８５２６　
津
市
中
央
３
│
１

　
津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶

　
務
係

●
締
　
　
切

　
７
月
２３
日（
月
）必
着

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
結
　
　
果

　
抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、
返
信
は

　
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（
抽
選
結
果
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

　
　
津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
　
庶
務
係

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
４
１
７
２

　
　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
三
重
県
の
沿
岸
に
は
、
漁
業
法
に

基
づ
き
、
地
元
の
漁
業
協
同
組
合
に

共
同
漁
業
権
が
免
許
さ
れ
て
お
り
、

免
許
を
受
け
た
漁
業
協
同
組
合
は
種

苗
放
流
を
行
う
な
ど
水
産
資
源
の
保

護
培
養
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ハ
マ
グ
リ
、
ア
サ
リ
、

シ
ジ
ミ
な
ど
漁
業
権
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
水
産
動
植
物
を
地
元
漁
業
協

同
組
合
の
了
解
を
得
ず
に
採
捕
す
る

と
漁
業
権
の
侵
害
（
漁
業
法
第
１
４

３
条
）
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

三
重
県
農
林
水
産
部
水
産
資
源
課
、

津
農
林
水
産
事
務
所
水
産
室
、

名
古
屋
海
上
保
安
部
、

四
日
市
海
上
保
安
部
、

三
重
県
桑
名
警
察
署
、

桑
名
漁
連
、
木
曽
岬
漁
協
、

伊
曽
島
漁
協
、
赤
須
賀
漁
協
、

城
南
漁
協
、
三
重
県
漁
連
、

木
曽
岬
町
、
桑
名
市

水
上
バ
イ
ク
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

●
木
曽
三
川
下
流
部
で
は
水
上
バ
イ

　
ク
や
水
上
ス
キ
ー
の
利
用
者
が
増

　
え
、
他
の
利
用
者
間
で
の
事
故
ト

　
ラ
ブ
ル
、
漁
業
や
地
域
住
民
へ
の

　
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
が
発
生
し
て

　
い
ま
す
。

●
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、

　
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
等

　
の
周
辺
を
通
行
す
る
と
き

　
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

　
い
。

●
漁
業
の
操
業
に
迷
惑
と
な

　
る
行
為
は
や
め
て
く
だ
さ

　
い
。

●
設
置
し
た
ブ
イ
を
持
ち
帰

　
る
な
ど
他
の
利
用
者
の
迷

　
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

　
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
住
民
の
迷
惑
と
な
る

　
行
為
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●
迷
惑
行
為
が
見
ら
れ
る
箇

　
所
は
河
川
内
へ
の
車
両
に

　
よ
る
立
ち
入
り
を
禁
止
す

　
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
　
国
土
交
通
省

　
　
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所

　
　
占
用
調
整
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
８

ご
み
焼
却
施
設
整
備
工
事
の

現
場
見
学
会
の
開
催
に
つ
い

て

「
夏
休
み
自
由
研
究

《
よ
う
こ
そ
！
裁
判
所
へ
》」

の
ご
案
内

遊
漁
者
の
皆
さ
ま
へ

共同漁業権

問

問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

教
育
委
員
会
だ
よ
り

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

河
川
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う

問

ホームページで
詳細をご紹介しております 木曽三川下流部水面利用 検索
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先

小
学
校
図
画
の
部
で

１
位
に
入
賞
し
た
岡
村
陽
士
さ
ん

　
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

不
動
産
を
相
続
し
た
後
、
長
時
間
相

続
登
記
を
せ
ず
に
放
置
し
て
お
く

と
・・・

①
相
続
人
に
、
さ
ら
に
相
続
が
発
生

　
し
相
続
人
の
確
定
が
難
し
く
な
る
。

②
相
続
登
記
の
手
続
費
用
が
高
額
に

　
な
る
。

③
不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の
手
続

　
が
す
ぐ
に
で
き
な
い
。

④
不
動
産
が
適
正
に
管
理
さ
れ
ず
、

　
荒
地
や
空
き
地
等
が
増
え
、
環
境

　
が
悪
化
す
る
。

　
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
不

動
産
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

相
続
登
記
の
手
続
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
法
務
局
で
は
、
相
続
手
続

を
簡
素
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
戸
籍

な
ど
の
書
類
を
も
と
に
、
法
務
局
が

法
定
相
続
人
を
確
認
し
、
戸
籍
謄
本

等
に
代
わ
る
公
的
証
明
書
を
無
料
で

発
行
す
る
も
の
で
す
。
相
続
登
記
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
融
機
関
に
お

け
る
預
貯
金
の
払
戻
し
や
税
務
署
で

の
相
続
税
の
申
告
等
、
様
々
な
相
続

手
続
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
相
続
登
記
の
手
続
」
及
び
「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
に
関
す
る

詳
細
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
２
│
５
３
６
３

　
　

※

専
門
家
へ
の
依
頼
を
検
討
さ

　
　
　
れ
て
い
る
方
は
司
法
書
士
に

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
県
司
法
書
士
会

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
１
│
５
５
５
３

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

問

　6月7日にNTNシティホール（桑名市民会館）において「平成30年度　桑
員地区　歯と口の健康週間『よい歯のコンクール』」の表彰式が行われ、以
下の方が入選となりました。おめでとうございます。

平成30年度歯と口の健康週間
よい歯のコンクール、
　　図画・ポスターコンクール入選おめでとう！

「図画・ポスターの部」
　幼稚園図画の部　　　２　位：西平　桜耶さん
　小学校図画の部　　　１　位：岡村　陽士さん　２　位：服部　哲侍さん
　　　　　　　　　　　特別賞：北原千愛里さん
　小学校ポスターの部　３　位：服部　柚葉さん
「よい歯の部」
　小学校６年生のよい歯の部　入選：反町　百伽さん
　中学校３年生のよい歯の部　入選：伊藤　進夢さん

夏季英会話教室のお知らせ
　幼稚園・保育園、小・中学校の英語指導助手（ALT）
ロブ・ゾルタン先生を講師に迎え、英会話教室を開催
いたします。教育委員会または北部公民館にて申し込
みを受け付けております。
　また、申込用紙はホームページにも掲載してありま
すのでご利用ください。
　〈申込期間：7月1日（日）～ 17日（火）〉

●日　　時
　７月26日（木）　午後2時～午後3時（一般対象）
　　　27日（金）　午後2時～午後3時（小学生対象）
●場　　所／福祉教育センター会議室１（役場西側）

※今年度は、福祉教育センター会議室にて実施します。木曽
　岬町立図書館も活用しながら、楽しい英会話講座を企画
　します。みなさま是非ご参加ください。
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　子どもたちの豊かな育ちには、学校・家庭・地域の連携が大切です。本年度、木曽岬町教育委員
会では、学校（園）教育基本方針に基づき「木曽岬町コミュニティ・スクール（CS）アクションプラン
2018」を展開しています。
　この「木曽岬町CSアクションプラン2018」の中の1つに、読書活動の推進を掲げて、学校・家庭・
地域のそれぞれの立場でできることを活動指標として示しました。（詳細は、HPをご覧ください。）
７月号では、幼稚園における読書活動の取組についてご紹介します。

　新緑香る５月中旬、２日に分けて町立図書館に行っ
てきました。みんなで図書館にお出かけするのは初め
てです。その日は家庭から図書貸出カードを持参し、
首にカードをぶらさげて幼稚園を出発しました。歩き
ながら「何を借りようかな？」「おしりのたんけんっ
ていう本があるんだよ！」などと図書館談義に花が咲
きます。子どもたちの図書館への期待の高さがうかが
えました。
　図書館に到着すると、4・5歳児はまず、図書館司
書の方に大型絵本「ノラネコぐんだん　パンこうじょ
う」を読んでもらいました。子どもたちは目を輝かせて、
みるみるうちに絵本の世界にいざなわれていきました。
また、0～3歳児は「ぺんぎんたいそう」を読んでもらい、
絵本と同じように思い思いに体を動かしていました。
　読み聞かせが終わると、いよいよ本を借りる場面が
やってきました。4・5歳児は1人2冊、0～ 3歳児は
1人1冊、自分で好きな絵本を選びました。前もって
お家の人とリサーチをして絵本を決めてきた子、たく
さんの絵本を前に戸惑う子、あれもこれも借りたい

子…。子どもたちの目がさらにキラキラ輝いた瞬間で
した。選んだ絵本をカウンターに持っていき、係の人
から図書貸出カードに機械でピッとかざしてもらうと、
得意満面な表情の子どもたちでした。
　図書館で自分の好きな絵本とカードを使って借りる
という経験、絵本に囲まれながら読み聞かせをしても
らった経験ができたことは、子どもたちの絵本に対す
る興味関心につながっていきます。そして、絵本を通
して、子どもたちの想像力が豊かになるだけでなく、
家庭で同じ時間、場面を共有することで、親子のコミ
ュニケーションも豊かなものになっていきます。子ど
もの読書活動は、家庭との連携があってはじめて効果
を発揮するものと考えています。そうした観点で、今
後も図書館を活用していきたいと思います。
　絵本の返却は各家庭で図書館に行っていただきます。
そうすることで、また親子で一緒に違う本を借りる機
会ができ、新たな読書活動の広がりへとつながってい
くと考えています。

シリーズ 木曽岬町CSアクションプラン2018
～地域ぐるみで子どもを育てる取組をめざして④～

～初めての図書館体験より～
絵本はやっぱり楽しい！絵本はやっぱり楽しい！
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　６月18日（月）の小学校の代休日に、町ALT（英語指
導助手）のロブ先生に参加いただき、ホリデー教室
「KISOSAKI ENGLISH TOUR（木曽岬イングリッシュ
ツアー）」を開催しました。当日は、小学生35名が参加し、
静岡県浜松市の「うなぎパイファクトリー」と「浜松市
動物園」へ見学に行きました。
　「うなぎパイファクトリー」では、説明や映像を交え
ながら、商品がつくられる様子を見学できました。普段
は見ることができない工場見学ができ、貴重な体験にな
りました。
　浜松市動物園では、昼食休憩とったあと様々な動物を
見ることができました。ロブ先生からは、クイズ形式で
動物の名前や大きさ、色などの特徴を英語で教えてもら
いました。また、「ゴールデンライオンタマリン」とい
う小型のサルは、浜松市動物園でしか見ることができな
い貴重な動物だと教えてもらい、子ども達は興味津々の
様子でした。見学先やバスの車内で英語に触れ合うこと
もでき、とても有意義な一日となりました。

ホリデー教室「KISOSAKI  ENGLISH  TOUR」開催

　６月16日（土）に木曽岬小学校で、国際交流授業「イ
ンターナショナルデー」が開催されました。今年は、ベ
トナム、カンボジア、インドネシア、スリランカ、ネパール、
ナイジェリアの方に来校いただき、３限目に各学年のＡ
組、４限目にＢ組の児童が交流しました。
　子ども達は、各クラスで事前にゲストティーチャ―の
出身国について調べて質問を考えたり、自分たちの住ん
でいる木曽岬町の紹介文を用意したりして授業に臨みま
した。ゲストティーチャーも民族衣装で登場して、母国
の言葉や音楽、遊び、文化などについて、写真も交えて
わかりやすく教えてくれました。学年によって、一緒に
歌を歌ったり、ゲームやクイズを楽しんだりしながら楽
しく学習をすすめることができました。

　子ども達は、世界には色々な国があり、それぞれ特色
のある自然や文化、生活様式があることを実感できたよ
うで、国際理解につながる学習になりました。

第21回　インターナショナルデー開催
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大会結果報告

　５月13日（日）、町民ホールにおいて、結成以来初めてとなる自
主公演「木曽岬櫻華太鼓結成二十周年記念公演」が開催されました。
当日はあいにくの雨にもかかわらず約240名の方が来場されました。
　木曽岬櫻華太鼓の歴史に沿った演目や若櫻太鼓の元気な演奏、総
勢41名に加え、かねてより交流のある和太鼓陽華（桑名市）、和太
鼓高富青雲組（岐阜県山県市）が素晴らしい演奏で華を添えました。
　また、プログラムの最後には合同演奏で、手拍
子や手作りのマラカスにより、会場が一つになれ
た笑顔一杯の楽しいコンサートとなりました。
　公演を終え、櫻華太鼓のメンバーは、「当日は、
木曽岬町文化協会の皆さんにも、スタッフとして
準備や進行、後片付け等ご協力頂き、心から御礼
を申し上げます。この経験を今後の活動に活かし、
子どもたちの育成と文化継承に努めてまいります
ので、ご支援の程よろしくお願い致します。」と
お話しされてみえました。
　木曽岬櫻華太鼓の皆様の益々のご活躍をお祈り
いたします。

　５月13日（日）に四日市中央緑地体育館にて開催された標記の大会にて、木曽岬町
スポーツ少年団剛柔流空手道KEアカデミーに所属する高嶋一真さん（木曽岬小学校
４年）が個人組手の部で優勝しました。この優勝により、８月４日（土）に東京武道館
で開催される「全日本少年少女空手道選手権大会」の組手部門への出場を決めました。
　高嶋さんからは「入賞めざしてがんばります」というコメントがありました。
　今後の更なる活躍が期待されます。

▼加藤小梅さん（下和泉）
　「第45回三重県空手道選手権大会」

高校生女子　形　準優勝！！
　４月29日（日）に四日市中央緑地体育館にて開催された標記の大会にて、三重県立
川越高等学校空手部２年の加藤小梅さんが、準優勝という輝かしい成績を収めました。
併せて、同大会の組手の部で敢闘賞が授与されました。また、今大会の成績が評価され、
三重県空手道連盟の強化選手に選ばれました。
　加藤さんからは「三重県の代表選手となれるようにこれからも頑張ります」とい
う力強いコメントがありました。
　なお、加藤さんは木曽岬町スポーツ少年団剛柔流空手道ＫＥアカデミーにも所属し、
日々の稽古に励んでいます。今後の更なる活躍が期待されます。

▼高嶋一真さん（小林） 「第34回三重県少年少女空手道選手権大会」
個人組手　小学四年生男子の部　優勝！！

　剛柔流空手道KEアカデ
ミーでは団員を募集してい
ます！！
　見学・体験会は随時受付
中ですので、興味のある方
は月曜日と金曜日の夜７時
から町体育館での練習日に
お越しください。
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15 広報きそさき　2018.7.1

　５月13日（日）に鍋田川グラウンドを会場として体育協会主催に
よる“町内ソフトボール大会”が開催されました。
　大会には男子の部に３チームが参加し、小雨の降
る中、熱のこもった試合が繰り広げられました。
　試合は総当り戦で行われ、好投・攻守を見せ
た「錦三丁目」が見事に優勝しました。
　なお、試合結果は以下のとおりです。

●試合結果
　優勝：錦三丁目　　準優勝：Ｋ’s　　第三位：しらさぎ

▼第41回町内ソフトボール大会結果報告

　５月27日（日）木曽川グラウンドを会場に体育協会・スポーツ推進委員の主催
による“ファミリーグラウンドゴルフ大会”が開催されました。
　大会は一般の部、ジュニアの部の２部門で行われ、両部門合わせて47名の参
加がありました。
　子どもから高齢者の方までが気軽に参加できる種目とい
うこともあり、親子での参加も多く、和気あいあいとし
た雰囲気の中、競技が行われました。
　なお、試合結果は次のとおりです。 

●試合結果（敬称略）
　【一般の部】
　　優　勝：樋口　尚弘
　　準優勝：大西　芳男
　　第３位：道藤　　弘
　【ジュニアの部】
　　優　勝：伊藤　璃南
　　準優勝：梶野　哲平
　　第３位：上笹山萌菜

▼第21回ファミリーグラウンドゴルフ大会が開催されました！

教育関連施設開館日のお知らせ

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎体力テスト

20歳以上を対象とした体力テストを実施します。
皆様お誘い合わせの上、ご来場ください。

  8日㈰　午前10時～午後4時
22日㈰　午前10時～午後4時

部公民館北化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

図書館町
◎開館日　火～木　　　午前10時～午後6時
　　　　　金　　　　　正午～午後8時
　　　　　土・日・祝　午前9時～午後5時
◎郷土文化交流スペース（展示予定）
　•書道サークルの作品展示　•木曽岬中学校の活動紹介
◎図書館ワークショップ
　•しおりづくり体験　7月21日（土）・22日（日）

◎開館日
　火～日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後5時

優勝：錦三丁目

一般の部 ジュニアの部
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ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

　１学期にはそれぞれの学年での大きな学年行事があります。
　１年生は、５月11日（金）に朝明渓谷へ自然体験学習に行きました。到着後、は
じめにカレーライスをグループで調理しました。小学校でも野外キャンプを経験し
ていることもあり、どのグループも失敗することなく、おいしいカレーライスがで
き上がりました。その後は、近くの川で水遊びを行い、全身水浸しになりながら元
気に遊ぶ姿が見られた。中学校という新しい環境に身を置きながらも、この日は友
人や教員としっかりと親睦を深めることができたデイキャンプになりました。
　２年生は、５月15日（火）～ 17日（木）の３日間、木曽岬町を中心に桑名市や弥富
市も合わせて、18の事業所で職場体験学習を実施しました。自分たちで事前に電
話で事業所の許可を得るなど、準備万端で体験学習に臨みました。普段の学校生活
とは異なる環境に戸惑いながらも、実際に事業所で働くという体験を通して、働く
ことの厳しさややりがいを実感することができました。
　職場体験学習はこの３日間で終わりではなく、今の自分の生活やものの見方、考
え方、将来の自分の姿についても考える良い機会として、これからの学校生活の中
でも生かされていきます。なお、６月11日にはお世話になった事業所の皆様を招
いての職場体験学習発表会も開催しました。
　３年生は、５月15日（火）～ 17日（木）の３日間、沖縄本島への修学旅行に行って
きました。真夏のような暑さの中、平和学習と沖縄の文化に触れることができた３
日間でした。初日の平和セレモニーでは、全校で作った千羽鶴を献納し平和の誓い
を宣言しました。２日目は、首里城見学や「むら咲きむら」での創作活動、ホテル
でのエイサー鑑賞を行いました。また、３日目は“基地の街”コザの街歩きと国際
通りでの買い物体験などが組まれ、思う存分に沖縄を肌で感じた３日間でした。
　３学年とも大きな学年行事を通して、これからの学校生活の中でそれぞれが体験
し感じたこと、考えたことがクラスや学年の団結へと生かされ、そして自分自身の
成長へとつながっていくことが期待されます。

充実の体験学習！　～中学校学年行事より～

『夏の交通安全県民運動』【期間】 7月11日㊌～7月20日㊎

町内5月の交通事故
●件数／16件（69件）●死者数／0人（1人）●負傷者数／1人（8人）

（　　）…平成30年累計

◆子どもと道路の安全な通行方法や周辺の危険箇所、安全な自
　転車の乗り方について話し合いましょう。
◆高齢者に対して明るく目立つ色の衣服や反射材の着用を薦め、
　話し合いましょう。
◆シートベルト、チャイルドシート着用の必要性や効果につい
　て理解を深め、正しく使用しましょう。
◆子どもの体格に合ったチャイルドシートを選び正しく使用し
　ましょう。
◆飲酒運転の悪質性や危険性、飲酒事故の責任の重さについて
　話し合いましょう。

●高齢者と子どもの交通事故防止
●シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶

運動の
重点

ご家庭では・・・
◆高齢者や子どもを見かけたら速度を落とすなどの思いやりの
　ある運転をしましょう。
◆高齢ドライバーは身体機能の変化を認識し安全行動に努めま
　しょう。
◆同乗者のシートベルト、チャイルドシートの着用を確認でき
　てから出発しましょう。
◆飲酒したときは公共交通機関などを利用しましょう。
◆二日酔いでの運転を絶対にしないようにしましょう。

運転者は・・・
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

成人編成人編 7月は「熱中症予防強化月間」です。
熱中症は、一人ひとりが正しい知識を持つことで、防ぐことができます。

●こんな症状があったら、熱中症を疑いましょう！
症 状

軽 度 めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗が止まらない

中 度

重 度

頭痛、吐き気、体がだるい（倦怠感）、虚脱感

意識がない、けいれん、高い体温である、
呼びかけに返事がおかしい、
まっすぐに歩けない、走れない

熱中症患者の
およそ半数（48.9％）は

高齢者（65歳以上）の方です！
熱中症は、

室内でも多く発生しています。
夜も注意が必要です。

●高齢者や幼児は特に注意が必要です！
《高齢者の注意点》
•高齢者は温度や湿度に対する感覚が弱くなるために、室内でも熱中症になることがあります。室内に
　温室度計を置き、のどが渇かなくても、こまめに水分を補給することを心がけましょう。
《幼児は特に注意》
•晴れた日は、地面に近いほど気温が高くなるため、車いすの方や、幼児、ペットは大人以上に熱い環
　境にいます。
•幼児は体温調節機能が十分発達していないため、頸椎損傷者は体温調節機能が十分に発揮できないた
　め、特に注意が必要です。

●熱中症は予防が大切です！
《こんな日は熱中症に注意！》

※人間の体は熱い環境での作業を始めてから３～４日経たないと、体温調節がうまくできません。このため、急に
　暑くなった日や久しぶりに暑い環境で活動した時には、体温調節がうまくいかず、熱中症で倒れる人が多くなっ
　ています。

《こんな人は特に注意》　　　　　　　　　　　《熱中症の予防法》

気温が高い

高齢者・幼児

風が弱い

肥満の人

湿度が高い 急に暑くなった

体調の悪い人
暑さに慣れて
いない人

持病のある人

参考：「環境省熱中症情報サイト」
　　　http://www.wbgt.env.go.jp
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　木曽岬町では、安心して子育てできる環境を目指して、４月から「子育て世代包括支援セン
ター」を保健センター内に開設しました。
　みなさんの妊娠・出産・子育てをより一層支援していきます。
　一人で悩まず、一度思い切って、連絡してみてください。

「子育て世代包括支援センター」
を開設!!

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

●子育て世代包括支援センターの役割
妊娠・出産期から18歳までの子育てに関するいろいろな不安や悩み、困りごとなどの相談に応じ、
関係機関と協力調整してみなさんの子育てを支援します。窓口、電話やメールで相談を受け付けて
いますので、どんなことでもお気軽にご相談ください。

●相談スタッフ…保健師、保育士、助産師、臨床心理士等による相談支援を行います。
●相談方法………木曽岬町子育て世代包括支援センター（保健センター内）
　　　　　　　　☎68－6119（平日８時30分～午後５時）土日、祝日、年末年始除く
　　　　　　　　メールアドレス　hokenshi＠town.kisosaki.mie.jp

●子育てに関するさまざまな悩み

学童期（高校卒業まで）乳幼児期

子育て世代包括支援センター

妊娠・出生

予想外の妊娠
これからどうしよう

最近、学校行くのを
いやがるの

1時間おきの夜泣き
もうお手上げ

トイレット
トレーニング

いつしたらいいの
離乳食を

食べてくれない

反抗期で
こまっている

高齢出産が不安

支援相談

子育て支援センター 県の機関・病院等

町の関係部署 小学校・中学校

保育園・幼稚園

連 携

●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●７月の子育てサロンのお休み
　　　　　　　／７月6日㈮、13日㈮、30日㈪午後、土・日曜日および祝日

子育てサロン
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月カレンダー7
4 ㊌•転倒予防教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

1 ㊌•転倒予防教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

9 ㊊•音楽療法（子育てサロン） 福祉・教育センター 午前10時30分～午前11時30分

12㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前11時30分

17㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬幼稚園・保育園 午前9時30分～午前11時30分

26㊍•歯っぴい指導室 保健センター 午後1時30分～午後2時30分

6 ㊎•トマッピーキッズサークル幼稚園・保育園夕涼み会
木曽岬幼稚園・保育園 午後5時～午後6時

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日・31日

毎月第１・第３水曜日
4日・18日

毎月第２水曜日
11日

毎月第４水曜日
25日

毎週水曜日
4日・11日・18日・25日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 22日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

18㊌•転倒予防教室•言語訓練（予約制）
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時～午後3時

20㊎•育児相談（予約制）•幼・小・中学校1学期終業式
保健センター 要予約☎68-6119午後1時30分～午後3時

25㊌
•人権相談
•心配ごと相談
•行政相談
•小学生5年生野外体験活動

午前9時～午前11時30分福祉・教育センター

2 ㊍
•1歳半健診
•3歳児健診
•集団フッ素塗布

午後1時15分～午後2時30分
午後1時15分～午後2時30分
午後1時30分～午後2時30分

保健センター

22日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

8月カレンダー

4 土•やろまい夏まつり

7月の納付
●固定資産税（7/31納期限） …………… 第２期分
●国民健康保険料（7/31納期限） ……… 第１期分
●後期高齢者医療保険料（7/31納期限）  第１期分
●介護保険料（7/31納期限） …………… 第２期分
●水道料金・下水道使用料（7/31納期限）  Ｂ地区
●幼稚園授業料（7/27納期限） …………… ７月分
●保育園保育料（7/27納期限） …………… ７月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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